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とで，仮設道路や材料の搬入，干渉のシミュレー
ションなども事前にできる。またコミュニケーシ
ョンのツールとして発注者，地域住民，施工関係
者間でイメージを共有できることも大きなメリッ
トだという。「XYZの座標軸が入っているので，
インターネット上に公開されている地図情報に貼
り付け，そのURLを地元の方に渡すと完成後の
未来がわかると喜んでいただけます。竣工検査時
の資料にも３次元モデルで作成した画像をはめ込
むことで施工の詳細を説明しやすくなります。
ベースさえあればアレンジはいくらでもできま
す」と鬼武さん。
　一方で，３次元データの作成には時間と労力が
必要。測量で取得した点群データは情報量が多い
ため重く，高性能の PCでも処理に時間がかかる。
こういった課題を解決するため，処理速度を上げ
るソフトが出てきているという。鬼武さんは「も
うひとつは，点群データの数を減らすことです。
大規模な現場では，約２億の点群データをとって
います。それらに全部 XYZ座標が付与されてい
るのでデータはものすごく重くなります。ドロー
ンの静止技術が上がれば，レーザースキャナで点
群データをピンポイントで取れるようになり，
データが軽く扱いやすくなり，精度も上がります」。

■設計図書の３次元化
　国土交通省では，2023年度には小規模構造物を
除いた BIM/CIM原則適用を目指している。３次
元データ活用によるメリットは大きいが，技術を
習得した人でないとデータがつくれないことや作
成に時間がかかることが課題となり，ハードルが
高いと感じている会社も多い。鬼武さんは，「３
次元設計データさえあれば，それを活用するすべ
を技術者は知っています。便利なものがあれば，
みんな有効活用します。ただそれを川上から流す
人がいない。我々はたまたまそういう技術に触れ
ることができ，有効に使っていますが，これが一
般化するのはむずかしいと感じています」という。
３次元データを発注図書の中に組み込むことが普
及の鍵になるのではないかという。「設計図書と
して発注者から３次元データがいただければ，技
術者はそれを活用し，広く浸透していくと思いま
す。当社でも，３次元データを作成していますが，

それらはあくまで施工のために使う施工図でしか
ありません。発注者からの設計図書が正しいもの
であり，図面通りに施工することが施工会社の役
割です」と鬼武さんはいう。中澤社長も「手描き
の図面の時代は，順番に１枚ずつ描いていき，間
違えると次が描けませんでしたが，２次元図面で
は図面同士の整合性がとれていつかすぐにわかり
ません。３次元モデルになれば不具合がすぐわか
るようになり，確実に手戻りも少なくなります」
という。
　将来的には，３次元モデルに時間軸と単価を入
れた５次元化が進んでいくといわれているが，施
工会社の負担が大きい現在の状況のままでは，対
応できるのは，スーパーゼネコンのような大企業
に限られてしまうのではないかという危機感もあ
るという。

３ 次元データ活用のイメージ（京田地区）

３次元データを活用した施工の解説動画の一部
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■人材の採用や育成で継続的な成長
　最近は，３次元データやドローンで撮影した
ICT施工現場の映像を動画に編集し，地元説明
会や現場見学会，採用などに活用している。専門
知識のない人たちにも ICT施工の現場が理解で
き，関心をもってもらえると鬼武さんは手ごたえ
を感じている。
　現場のドローン映像は，ドローンによる撮影か
ら編集までを入社３年目の若手が手掛けた。Ｚ世
代といわれる若手はゲームと同じ感覚でドローン
や ICT建機の操作を覚えるのも早い。ICT建機
を操作する女性技能者もいる。鬼武さんは「キー
ボードやマウスを使ってきた私たち PC世代より

も，スマホアプリやゲームを日常的に使ってきた
若手は機械を直感的に操作ができます。ただノウ
ハウがないので，私たちが習得してきた知識や技
術を教えていくことが必要ですし，社長からもそ
ういわれています」という。
　将来も見据えて人材の採用や育成にも力を入れ，
若手が活躍できる環境をつくっている。数年前に
ホームページを一新し，スマートフォンでも見や
すいデザインにした。京都で最先端技術を使う建
設会社で働きたいという学生が集まってくる。毎
年，新卒を採用し，2022年度は３人が入社した。
府内の建設会社の多くが平均年齢40代後半という
中で，吉川組の平均年齢は39歳と若い。
　京都府建設交通部と京都府建設業協会他が企画
した「京都府建設業魅力向上プロジェクト」にも
参加し，YouTube動画に若手技術者が建設業の
魅力や可能性について語っている。
　また京都府建設業協会の活動の一環として，地
域の建設会社へ働き方改革や ICT建機に関する
出前講座を行っている。中澤社長は「同業者の方
には，時代に取り残されたらいけないとお話して
います」。次の時代に継承していくためには，続
けられる環境をつくることが必要です。高齢化や
担い手不足の問題もあります。他社から，吉川組
は若い人が入ってきていいねといわれますが，そ
れは投資や努力をしているからこそ。コツコツ努
力するしかありません。自社の利益だけを考えて
いたら持続的な成長はできません」。
　鬼武さんは「社長は納得すれば『すぐにやれ』
といってくれます。我々は社長から直接指導を受
けた世代です。それを新しい技術に変換する世代
であり，これからは，それを若い人たちにつない
でいくようにいわれています」。中澤社長は「こ
れまでのやり方を教えるだけでは意味がない。次
の時代につなげ，成長していくためには，新しい
技術や発想が肝要です。千年続いている老舗は，
主とともに女将が采配をふるってきました。女性
や若手が活躍できるように多様性を考えることも
大切です」。
　経営者のリーダーシップで，先端技術に投資し，
３次元データを活用することで，企業価値や競争
力を高め，持続的な成長を実現していく好事例だ
といえる。現場見学会
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